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軌道上サービス：宇宙開発のリスクを減少、リターンを増加

2Astroscale Proprietary

研究開発 製造・試験 販売 利⽤ 保守・点検、修理、リサイクル、廃棄など

物流・エネルギー・通信・インフラ業界におけるバリューチェーン

宇宙業界におけるバリューチェーン

研究開発 製造・試験 打上げ 運⽤ デブリ除去、軌道変更・軌道維持、燃料補給、
観測・点検、再利⽤・交換、製造・修理など

軌道上サービス

アフターサービスとサポート

• コストの増加・デブリの増加
• リスクの上昇・リターンの減少



軌道上サービスのコア技術：⾮協⼒物体へのRPO技術
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Rendezvous and Proximity Operations Technologies (接近・捕獲技術) 

①
対象物体の軌道同定、
サービサー衛星の
打上げタイミングの
決定

②
絶対航法

③
相対航法

④
対象物体の運動推定、
回転を合わせる

⑤
捕獲と姿勢の安定化

⑥
軌道上サービス提供

• デブリ除去
• 軌道変更・軌道維持
• 燃料補給
• 観測・点検
• 再利⽤
• 製造・修理 など



ADRAS-J：世界初のデブリへの接近、定点観測と周回観測
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定点観測 周回観測

ポイント１）JAXAとのパートナーシップ型契約。JAXAより技術アドバイス、試験設備供与、研究成果の知財提供等。
ポイント２）内閣府「軌道上サービスに関するガイドライン」により、安全性・透明性の確保で世界的なベストプラクティス。



RPO技術を⽤いた多様な顧客ニーズに応えるサービス展開
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運⽤終了後の衛星の
除去

End-of-Life Service

既存デブリの除去

Active Debris 
Removal

寿命延⻑・燃料補給

Life Extension/ 
Refueling

観測・点検

Inspection

除去観測

修理・改修

Repairment/ 
Refurbishment

サービス

ポイント１）上記全サービスにつき、グローバルに契約の初期受注が開始（現在５つの宇宙機関及び５つの防衛機関から受注）
ポイント２）現時点ではまだ⼀品⼀様。研究開発、施設拡充、⼈員強化といった先⾏投資が続く状態。グローバルな宇宙インフラにな
るべく、社会実装・市場創造に向けて政府と連携しながら取り組みの加速を期待

磁⽯捕獲＋ドッキングプレート ロボットアーム捕獲

軌道上サービスは、安全保障の強化、衛星運⽤コストの低減、宇宙の持続利⽤といった⽬的から期待が⾼まっている



「軌道利用のルールに関する長期的な取組方針」と当社サービス
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弊社の取組と効果項 ⽬

• 運⽤終了後の衛星の除去（EOL）・既存のデブリ除去
（ADR）による、デブリ発⽣抑制・リスク削減

• 衝突回避マヌーバ回数の抑制
（１）航⾏時の衝突回避

• 宇宙空間での監視・防護（SSA/SDA）
• クライアント衛星近傍からの点検・観測（２）SSAの構築・活⽤

• ドッキングプレート（DP）の販売提供
• EOL、ADRによるデブリ発⽣抑制・リスク削減（３）デブリ抑制の推進

• EOL提供
• コンステレーションの軌道の持続性確保

（４）ラージ・コンステレーショ
ン

• 「軌道上サービスを実施する⼈⼯衛星の管理に係る許 可に
関するガイドライン」の取得

• 技術実証を通じたガイドラインの有効性の実証
（５）軌道上サービス

ポイント１）インターフェースの標準化やルールづくりに関する国際的な発⾔の継続・強化
ポイント２）燃料補給や部品交換・修理、除去などの運⽤を前提とした衛星設計・運⽤設計の導⼊（ドッキングプレートや燃料補給⼝
の取付など）

５項⽬のすべてにおいて、当社事業は⼤きく貢献。⽇本発で世界のインフラとなり得る⽴ち位置を踏まえた、実効的施策の推進が必要



宇宙輸送と軌道上サービスの一体的推進（案）
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(1) 軌道上サービス
• ターゲットに接近するためプラ
イマリー打上げが必要

• コスト・打上げ頻度の観点で、
海外ロケットを使⽤せざるを得
ない

• 安全保障上、輸出⼿続きを避け
たい

(2) 宇宙輸送
• 打上げ頻度、信頼性、コストを
強化する政策

• 基幹ロケットの能⼒を最⼤に活
かす優良アンカーテナンシーが
必要

• 軌道上サービスは最適（ペイ
ロード主導で打上げウィンドウ
や投⼊軌道が決まる。低軌道・
静⽌軌道も可）

内閣府
防衛省（監視・防護）
⽂科省・JAXA（デブリ除去）
経産省（燃料補給）
など

国内基幹ロケット
企業・JAXA

軌道上サービス企業 主導官庁

アンカーテナンシーが必要 アンカーテナンシーが必要

• プライマリー打上げ
• 精密な打上時刻・軌道設計
• 国内打上げ（安全保障の観点）

• 軌道上サービスの活性化
• 安全保障の強化
• 衛星の寿命延⻑
• 宇宙環境の持続利⽤

✓ ✓ ✓

宇宙輸送と軌道上サービスの施策・予算を⼀体化し、国内ロケットを軌道上サービスの標準的な打上げ
⼿段として位置付ける。これにより、ロケット企業の⾼頻度打上げ、軌道上サービス企業の安定調達、
官の政策⽬的達成の３つを同時に実現する。



インターフェースの標準化（案）:DPの国内衛星搭載
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この１年で400個以上のドッキングプレート(DP)を
販売。累計1,000個以上の販売契約。

EOLの将来性: DPの拡⼤

顧客販売個数契約⽉

Airbus Constellations Satellites SAS100個以上2025/3

Xona Space Systems, Inc.⾮開⽰2025/8

Xona Space Systems, Inc.⾮開⽰2025/10

⾮開⽰⾮開⽰2025/11

将来的には、DPを搭載する衛星は1,000基を超える⾒込み。
規制整備と当社の事業機会
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